




































































































す べ き 歌 群 が あ る 。 し た 叙 景 に
あ
っ
た 事 を 示 す
も の で あ ろ う 。
こ れ 迄 の 勅 撰
集 は 比 較 的 （ 巻 数 を 考 慮 す る と ） 恋 歌 が 多 く 、
従 っ て 巧








季 歌 や 雑 の 歌 が 多 く 、
硯 照 的 叙 景 歌 の 存 在 が 目 立 つ 。
以 上 述 べ て き た 玉 葉 集 の 特 徴 は 、 す べ て 風 雅 集 に 受 け
継 が れ 、 十 三 代 集 中 こ れ ら の 二 勅 撰 集 は 、 中 世 に お い て
さ て 本 論 に 入 る 前 に 、
お こ う 。 彼 の 歌 は 集 中 三 十 六 首 あ り 、
玉 葉 集 中 の 為 兼 の 歌 を 大 親 し て
そ の 中 で 特 に 注 目
（ 五 一 七 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 国 歌 大 設 の 番 号 ）
二 、 醤 の 色 真 柴 の 風 の 夕 げ し き あ す も や こ 4 に た へ て
詠 か む
．
（ 五 四 四 ）
三
、
秋 ぞ 変 る 月 と 空 と は 昔 に




心 と め て 草 木 の 色 も な が め お か む 面 影 に だ に 秋 ゃ
多 い 事 で あ る 。
こ れ は 玉 葉 歌 風 の 中 心 が 、
自 然 を 対 象 と
よ う に 思 わ れ る 。 れ ば 自 然 と 祝 界 に 入 っ て く る 時 も 「 み る 」
と
言 っ て い る




兼 の 歌 は 明 ら か に 意 談 的 で あ る 。 又 こ れ ま で の 「 み る 」 思い
に





め 」 と は 少 し 異 る 。
小 町 の 歌 は 「 長 雨 」 と 「 物
に
か め る 意 志 が あ る 。 五 番 の 「 な が め る 」 は 「 物 思 い に ふけ る 」 意 味 と し て 用 い
て い る が 、 や は
り
作 者 が 積 極 的 に
「 な が め 」 て い る の で あ っ て 、
古 今 集
の
小 町 の 歌
••
• 
花 の 色 は 移 り に け り な 徒 に 我 身 世 に ふ る な が め せ し ま
特 異 な 存 在 と な っ て い る 。
る」は、
い ず れ も 自 分 の 目 で 直 接 対 象 を 見 、 積 極 的 に 確




楊 合 の 「 み る 」
「 な が め
以 上 の 六 首 は 各 々 r み る 」
な
が め る 」 と い う 主 観 語 を
ひ 増 る
な 特 色 は 、 四 季 歌 が 恋 歌に比較して圧 倒 的 （ 二 倍 弱 ）に
（八一――― ― ― )こ 五 九 二 ）
六 、
空 し き を き は め 畢 り て そ の 上 に よ を 常 な り と 又 み．．つ る 哉
（ 二 七 0 九 ）
．．． 




























































































































































































































て 詞 花 集 あ た り 迄 に な る と 考 え ら れ る 。
て
（ 拾 遺 、
別 、 一 二 五 二 、
笠 金 岡 ）
浪 の 上 に 見 え
し
小 島 の 島 が く れ 行 く 空 も な し 君 に 別 れ
注 2 、
詠 歌 大 概 に 「 近 代 之 人 所 詠 出 之 心 詞 雖 一 句 謹 可
け り
（ 雑
Kの 様 に 為 兼 の 本 歌 取 は 、
形 式 上 だ け を 見 て も 定 家 の
一 六 九 八 ）
五 ・ 七 ・ 八 ・ 九 番 の 本 歌 の 作 者 は 詞 花 集 以 後 に 活 躍 し た
年 ）








き は て 4 心 に こ む る う さ に
新 古 今 集 以 後 の 勅 撰 集 に 本 歌 を 求 め て い る し 、
そ の 内 、
一 八 六 一 、
権 少 僧 都 公 朝 ）
②
は 八 首 ま で が 本 歌 と 同 じ 部 立 の 歌 で あ り 、
③ も 七 首 が
古は
か く や 覚 え し 待 つ 事 の な け れ ば 早 く 行 く 月 日 か な




一 三 八 九 、
中 務 卿 親 王 家 備 前 ）
八 、












け り つ ら し と い ふ も 限 こ そ





九 条 前 摂 政 右 大 臣 ）
＋ 、




以 上 の 十 首 に つ い て 本 歌 取 が 認 め ら れ る 。
こ こ で 気 付
程 1 )
く尊は｀
定 家 の 規 定 し た 本 歌 取 の 三 原 則 と も い う べ き 、
二 句 ま で 取 っ て 上 下 に 分 け よ 。
規 定 し た も の と 大 き く 相 違 し て い る 事 が わ か る
。
注 ー 、
毎 月 抄 ・ 近 代 秀 歌 ・ 詠 歌 大 概 参 照除 弁 之 七 八 十 年 以 来 之 人 歌 所 詠 出 之 詞 努 々 不 可取 用 之 。 」 と
あ り 、
こ れ に よ っ て 必 然 的 に 本
歌
の 範 囲 も 限 ら
れ て 来 る 訳 で 、
三 代 集 を 中 心 に
し
番の六首について、
取 っ た 詞 が 本 歌 と 同 じ 位 置 、
又は上
っきりと は 定 め 雉 い が 、
し か し 一 ・ ニ ・ ― ― ― • 四 ・ 七 ・ 九
が ほ と ん ど 守 ら れ て い な い 事 で あ る 。 す な わ ち ① は 、
今 こ む と 頼 め し 夜 は の 更 け し 社 変
る つ





- ＝ 一 六 八 ）
七 、





心 （ 部 立 ） を 変 え て 、
し か も 本 歌
と














































































































































































































































































































































































































































































































































































為 兼 が 万 葉 集 を 拠 り 所 と し な が ら も 、
徐 々 に 万 葉 的 な 長
る゜
と い う 歌 が あ
る
。弘






普 遍 的 な 歌 と し て 回 生 さ せ て
い る 亭 に よ る も の で あ る 。
又 、
本 歌 取 に 対 す る 為 兼 の 消
さ せ る 手 段 と し て 歌 の 力 を 利 用 し よ う と し 、
卓 越 し た 歌
この様にして為兼は玉葉歌風を完成せしめ、
京 極 派 歌
人 達 や 冷 泉 派 歌 人 達 を 指 導 し 、
沈 滞 し て い た 中 世 歌 壇 に
一 時 期 で は あ っ た が 、
新 風 を 吹 き 込 む 事 に な っ た の で あ
1 本 学 大 学 院 一 年 ー





歌 は 一 首 も 見 当 ら な い 。
こ れ は
る
と 即 座 に 判 断 出 来 る
歌は
一 首 も な い 。
剰 え 、











る の は 一 読 し て 明 ら か で
ある。
玉葉集は
と 思 わ れ る 。
又 ｀
政 治 的 に 見 る な ら ば 、
彼の野心を実現
ま ん か も
抗 し て 、
― つ の 歌 風 を 確 立 す る 必 要 が あ っ た 事 に
も よ る
庭 の 面 は と し ふ る こ け に か く る と
も通しいもをまちゃ
な か っ た 為 、
歌 壇 の 主 流 に な る 事 が 出 来 ず 、




え ば 弘 安 八 年 四 月 歌 合 十 五 番 左 為 兼 に 、
な 理 由 で あ る が 、
対 社 会 的 に 見 て 彼
が 御 子 左 家 の 銅 子 で
尚 、
為 兼 の 万 葉 集 に 対 す る 考 え は 、
時 と 共 に 大 き く 変
に到り得たのは、
彼 が 天 性 歌 オ に 恵 ま れ て い た 事 が 大 き
は、




し て 写 実 的 な 自 然 描 写
的 と い っ て も 、
雄 々 し く 、
生々しいものではなく、
沈 静
そ れ は 、







を 自 然 の ま ま に 吐 餞 し て 来 た 万 葉 人 の 詠 歌 態 度 を も っ て 、 や 態 度 を 嫌 い 、
写実的でまこと（実11心）があり、
心情
以 上 為 兼 の 本 歌 取
は
定 家 や 二 条 派 歌 人 の 技 巧 と 達 っ て
い た 事 を 述 べ た 。





う 一 技 巧 の み で な く 、
和
歌
に 対 す る 根 本 的
な
態度の相違
に よ る も の で あ る 事 も 言 明 し た 。
為 兼 が 、
こ う い う 認 識
四
極的態によるもの
で
も
ある。
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